
定例調查

新潟県企業動向調査

2026年上期
- 中東情勢の緊迫化を背景に、足元の業況感は悪化 -

はじめに

県内経済は物価上昇やコスト増加の影響を受けつ

つも、緩やかに持ち直している。訪日外国人客の増

加などを背景に、一部地域では観光関連の需要の回

復がみられるほか、消費や企業活動にも底堅さがう

かがえる。一方、原材料価格や人件費の上昇が長期

化するなか、企業収益を取り巻く環境は依然として

厳しく、業種間で業況の差がみられる。

こうしたなか、県内景気の現状と先行きを把握す

るため、県内企業1,000社を対象にアンケート調査

を実施した。以下はその結果である。

(※) BSI (ビジネス・サーベイ・インデックス)とは

アンケートの回答結果を指数化したものである。本稿における
BSIとは、業況あるいは先行きの見通しなどが「良い」か「悪い」
かという質問に対して「プラス (良い、過剰等)」、「中立(適正等)」、

「マイナス(悪い、不足等)」の3つの選択肢を用意し、「プラス」
と回答した企業の割合から「マイナス」と回答した企業の割合を

差し引いた数値のことをいう。

01 業況感

(1) 全産業

-26年1-3月期の業況感は改善も、4-6月期は悪化

2026年1-3月期の県内企業の業況判断BSI (※)

は1.7となった(図表1)。25年10-12月期の4.9

から6.6ポイント上昇し、2四半期ぶりに改善した。

業況判断BSIがプラス圏を回復したのは、18年10

-12月期以来約7年ぶりである。生成AI市場の拡

大やインバウンドの増加に伴う需要の堅調さに加

え、価格転嫁の進展による収益の確保が業況感の改

善につながったとみられる。

続く26年4-6月期 (含む実績見込み)は 10.3

となった。同1-3月期から12.0ポイント低下し、

大幅な悪化となった。中東情勢の緊迫化などを背景

に、原材料や部材の調達難、価格高騰による採算悪

化が影響したとみられる。

図表1 業況判断 BSI の推移 (全産業)
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先行きを示す見通しBSIは26年7-9月期、続く

同10-12月期のいずれも 18.0と、26年4-6月

期実績見込みに比べさらなる悪化が見込まれている。

(2) 業種別

一先行きは製造業・非製造業とも悪化見通しー

業種別にみると、製造業は26年1-3月期が4.0

と25年10-12月期から8.7ポイント上昇した(図

表2)。精密機械や鉄鋼、窯業・土石などの大幅な

上昇により、3四半期連続で改善した。

続く26年4-6月期(含む実績見込み) は 5.8

となり、同1-3月期と比べて9.8ポイント低下した。

鉄鋼や化学、窯業・土石などの低下幅が大きかった。

なお、最近の業況などに関して自由回答形式で尋

ねたところ、製造業からは「生成AI関連部品の製

造及び加工・塗装の受注が伸びている」(電気機械)、

「生成AIやデータセンター向けのメモリの増産によ

り、パソコンなど通信向けメモリの供給がひっ迫し

ている。そのため双方から受注が急増している」 (精

密機械)など、半導体関連の生産能力が生成AIや

データセンター向けに振り向けられるなか、通信向

けなどでも供給不足が生じ、半導体関連全体の受注

が回復しているとの声が複数寄せられた。また、「設

備投資の効果から製造コストが低下し、価格競争力

は高まっている」(食料品)、「大口案件の獲得に加え、

価格転嫁が順調で利益率は大きく改善した」(金属

製品)との声が寄せられた。

一方、業況悪化に関しては、「米国の関税引き上

げにより、利益が押し下げられた」 (一般機械)、「ウ

クライナ情勢の悪化、中国のレアアース規制で部材

供給の困難が続くなか、中東情勢の緊迫化によりさ

らに先行きが不透明になった」 (その他製造)、「ナ

フサ不足により調達ができない原材料がある」(鉄

鋼)のように中東情勢の緊迫化など、海外情勢の悪

化による影響をあげる声が多かった。

非製造業は26年1-3月期が 0.3と25年10-

12月期から4.7ポイント上昇した。サービスの上昇
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幅が大きく2四半期ぶりの改善となった。

続く26年4-6月期(含む実績見込み)は13.5と、

同1-3月期と比べて13.2ポイント低下した。すべて

の業種で低下し、特に運輸や卸売が大きく低下した。

非製造業からは「中国人客は減少したものの、そ

れ以外の国から予約が入り、インバウンド需要は依

然として堅調である」(サービス)、「労働環境の整

備を進めたところ、従業員が知人を紹介し採用につ

ながる良い流れができつつある」(サービス)など、

業況改善に関する意見が寄せられた。

これに対し、「漁獲量が減少し、商品の確保が難

しくなっているため、販売できる数量も減ってしま

う」(卸売)、「競合店の出店が加速しており、売上高・

利益とも減少した」(小売)、「公共工事で、設計・

施工を一括で発注する方式が増えてきた。当社のよ

うな小規模な企業では対応できないため、参加でき

ない入札もある」(建設)など業況悪化に関する意

見もあげられた。

先行きは、製造業・非製造業ともに26年4-6

月期と比べて低下する見通しとなっている。

02 仕入・販売価格

(1) 仕入価格

一足元で大幅に上昇し、先行きも高止まりを見込むー

26年1-6月期(以下、今期)の仕入価格BSI (「上
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